
LESassist ver7.1(2021) 
概要：このプログラムは武田仁作成の熱負荷計算プログラム(LECOM-mint) 

      の建物インプットデータを E-mailで送ると、LESCOM-mintで計算可能です。 

対象物：建築物の熱負荷、体感温度などの年間計算を行い、省エネルギーなどの熱的評価

を行います。 

ダウンロード：無料でダウンロードできます。 

コンピュータの環境：Windows10と同等のコンピュータが必要です。 

          利用可能容量はハードディスク容量 300MB必要です。 

               

プログラム起動画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  図 1 

「START」ボタンクリック 

 

 

 

 

 



 

建物データ選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 

 

入出力単位選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

図 3 

入力単位：SI単位か工業単位かラジオボタンをクリックし選択、「OK」ボタンをクリック 



出力単位：SI 単位の KJ、MJ、GJ または工業単位の kcal、Mkal、Gcalを選択し「OK」

ボタンをクリック。 

LESCOMデータインプットメニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図 4 

「１． 地点及び気象データ」ボタンをクリック 

 

計算対象地点選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京を選択 

図 5 



 

地点を選択して「OK」ボタンをクリック。 

 

建物と記入者名及び計算地区の位置と計算期間データ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図 6 

建物名称をボックスに半角英数で入力する。 

記入年月日をリストから入力する。 

記入者名をボックスに半角英数で入力する。 

気象データ種類をリストから選択する。 

＊東京は 2000年代、90年代、80年代、70年代、60年代標準年と 1972年～2009年まで

の各年が、それ以外の地域は 2000 年代、90 年代標準年と 1990 年～2009 年の気象データ

が選択できます。 

 

夏と冬の計算期間入力 

 夏の期間を何月何日～何月何日までなのかリストから入力する。 

 冬の期間を何月何日～何月何日までなのかリストから入力する。 

「OK」ボタンをクリックして、LESCOMデータインプットメニュー画面に戻る。 

 

 

「OK」ボタンをクリック 



 

 

「２． 出力指定」ボタンをクリック 

  

 計算期間とアウトプット画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 7 

 

得たいシミュレーション結果を選択し「OK」ボタンをクリックして LESCOMデータイン

プットメニュー画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「３． 部材データの入力」をクリック 

 

部材データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図 8 

建物を構成する部材を入力する。 
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上図断面図入力を例とすると 

壁体名称ボックスに半角英数で入力する（例）KABE-L(1) 

「説明」ボタンをクリックすると熱伝達のタイプが表示される。 

 

熱伝達のタイプをリストから選択する。 

 

断面入力例 

室外側から 

1行目の名称ボックスに部材名を入力する 例）P.BOAD 

           厚さを入力する  例）12 

           熱容量を入力する 例）853.944 

           熱伝達率を入力する 例）0.213 

 

2行目の名称ボックスに部材名を入力する 例）AIR 

           厚さを入力する  例）1000 

           熱容量を入力する 例）0.000 

           熱伝達率を入力する 例）7.750 

 

3行目の名称ボックスに部材名を入力する 例）ROCKWOOL 

           厚さを入力する  例）50 

           熱容量を入力する 例）56.092 

           熱伝達率を入力する 例）0.063 

 

4行目の名称ボックスに部材名を入力する 例）S.PANEL 

           厚さを入力する  例）3 

           熱容量を入力する 例）2373.462 

           熱伝達率を入力する 例）237.326しＴNO 

 

層数ボックスに 4と入力。 

「次の壁へ>>」ボタンをクリックして１つの断面構成を登録する。 

 

 

 

 

 

 



＊あらかじめ準備されている部材データから入力する方法 

「層○ボタン」をクリック 

   

壁体部材選択リスト画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図 10 

金属から空気層から選択すると部材がリストアップされる。 

上図は左官材料 モルタルを選択した場合 

厚さを入力し「決定」ボタンをクリックすると部材データ入力画面に名称、厚さ、熱容量、

熱伝達率が自入力しなくてもインプットされます。 

 

建物を構成する全ての断面部材を登録したら「OK」ボタンをクリックして LESCOMデー

タインプットメニュー画面に戻る。 

 

「４． 開口部詳細データの入力」ボタンをクリック 

開口部構造名称をボックスに半角英数で入力。 

例として 8mm透明ガラス中間色ブラインド（スラット角度+45度）の遮蔽物、窓フレー

ムは FIX窓、サッシフレーム素材は形材断熱仕様、幅を 2.2m、幅 1.5mの開口部の入力方

法を説明します。 

 

 

 

 

  

  

     図 11                    図 12 



 

 

 

 

                  

 

 

 

                                                                                                      

図 14 ガラス

クリックする

と図 15 が表示

されます 
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図 17 
図 18 

図 13 



基準階床面積 

ガラスリストの透明ガラスをクリックして 8ｍｍガラスを選択して「決定」ボタンをクリ

ックして開口部詳細データの入力画面に戻ると１層目に光学特性等が自動的に入力されま

す。１番目の中空層熱抵抗値に 0.013 と入力。「2 層目」ボタンをクリックして開口部種類

からブラインドを選択します。 

中間色を選択しブラインドリストのスラット+45°を選択し「決定」ボタンを                   

クリックして、開口部詳細データの入力画面に戻ります。層数ボックスに 2と入力します。 

サッシフレーム部形状の「選択」ボタンをクリックするとサッシフレームリスト画面が表

示されます。 

 

フレーム種類から FIX窓をクリックしフレーム素材リストから形材断熱を選択して 

開口部寸法（幅 19.2ｍ、高さ 2.6ｍ）をボックスに入力して「決定」ボタンをクリックして 

開口部詳細データの入力画面に戻ります。 

「登録」ボタンをクリックして例）の開口部を登録します。 

 

他の開口部を登録するには「次へ」ぼたんをクリックして同様の操作で開口部を作ります。 

「OK」ボタンをクリックして LESCOMデータインプットメニュー画面に戻ります。 

 

「５． スペースデータの入力」ボタンをクリックします。 

スペースデータ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

NO. 

スペース

名 

床面積

(㎡） 

① EAST 115.29 

② SOUTH 57.645 

③ SOUTH 57.645 

④ WEST 115.29 

⑤ NORTH 57.645 

⑥ NORTH 57.645 

⑦ INTERIOR 72 

⑧ INTERIOR 72 

⑨ CORE 221.4 

 TOTAL 826.56 

図 19 

 



基準階床面積表より、スペース名称ボックスに半角英数で例）EAST-PERIMETERと入力、

床面積（㎡）ボックスに 例）115.29と入力する。 

 

設定例）夏期温度 26℃湿度 50％、冬季温度 22℃、湿度 50％ 

    空調スケジュール：平日 8時～18時、土曜、日祝祭日は無 

夏期設定温度ボックスに 26 と入力、設定湿度ボックスにはデフォルト値 50 が入力されて

いる。 

平日運転時間の ONにリストから 8時 0分、OFFに 18時 0分と入力する。 

土曜日運転時間の ONにリストから 0時 0分、OFFに 0時 0分と入力する。 

日祭日運転時間の ONにリストから 0時 0分、OFFに 0時 0分と入力する。 

 

冬期設定温度ボックスに 22 と入力、設定湿度ボックスにはデフォルト値 50 が入力されて

いる。 

平日運転時間の ONにリストから 8時 0分、OFFに 18時 0分と入力する。 

土曜日運転時間の ONにリストから 0時 0分、OFFに 0時 0分と入力する。 

日祭日運転時間の ONにリストから 0時 0分、OFFに 0時 0分と入力する。 

 

「部位へ」ボタンをクリック。 

         

部位データ、換気、内部発熱等入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  図 20 
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             図 21 基準階平面図 

 

スペースに屋根があるとき「１．屋根」ボタンをクリック 

 屋根データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図 22 

① から屋根名称をボックスに半角英数で入力 例）YANE(S) 

    壁体部位に部材データ入力で登録した建物構成断面がリスト化されているので 



  該当する壁体を選択する。 

  影形状に「５．影データ入力」で登録した庇など該当するものを選択する。 

  面積（㎡）を入力。方位を入力（北は 0、東は 90、南は 180、西は 270） 

  傾斜角°を入力（内側からの角度、フラット屋根は 0） 

  日射吸収率を入力 例）0.75 

該当スペースの屋根データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3 

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

「２．外壁」ボタンをクリック 

              外壁データ入力画面 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         図 23 

① から外壁名称をボックスに半角英数で入力 例）WALL-L(1) 

    壁体部位に部材データ入力で登録した建物構成断面がリスト化されているので 

  該当する壁体を選択する。 

  影形状に「５．影データ入力」で登録した庇など該当するものを選択する。 

  面積（㎡）を入力。方位を入力（北は 0、東は 90、南は 180、西は 270） 

  傾斜角°を入力（内側からの角度、垂直壁は 90） 

  日射吸収率を入力 例）0.75 

 

該当スペースの外壁データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3 



「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

「3.薄い外壁」ボタンをクリック 

薄い外壁データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       図 24 

玄関のドア、勝手口ドア等 

① から薄い外壁名称をボックスに半角英数で入力 例）DOOR(S) 

  影形状に「５．影データ入力」で登録した庇など該当するものを選択する。 

  面積（㎡）を入力。方位を入力（北は 0、東は 90、南は 180、西は 270） 

  傾斜角°を入力（内側からの角度、垂直壁は 90） 

  日射吸収率を入力 例）0.75   

熱貫流率を入力 例）3.0 

該当スペースの薄い外壁データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3 

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 



「４．開口部」クリック 

開口部データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 25 

 

①  開口部名称に開口部詳細データの入力」で登録した開口部がリスト化されているので  

該当する開口部を選択する。 

影形状に「５．影データ入力」で登録した庇など該当するものを選択する。 

方位を入力（北は 0、東は 90、南は 180、西は 270） 

傾斜角°を入力（内側からの角度、垂直は 90） 

遮蔽物がついていて開閉する場合は開閉スケジュールを入力する。 

該当スペースの開口部データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 

例）1 

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 



「６． 天井」をクリック 

                天井データ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図 26 

 

① から天井名称をボックスに半角英数で入力 例）CEILING 

    壁体部位に部材データ入力で登録した建物構成断面がリスト化されているので 

  該当する壁体を選択する。 

  S/NO.（隣接するスペース）を入力。 

  面積（㎡）を入力。 

該当スペースの天井データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3 

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「７． 床」をクリック 

             床データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     図 27 

① から床名称をボックスに半角英数で入力 例）FLOOR 

    壁体部位に部材データ入力で登録した建物構成断面がリスト化されているので 

  該当する壁体を選択する。 

  S/NO.（隣接するスペース）を入力。 

  面積（㎡）を入力。 

該当スペースの床データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3 

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「7.土間床」をクリック 

土間床データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       図 28 

① から土間床名称をボックスに半角英数で入力 例）DOMA 

    壁体部位に部材データ入力で登録した建物構成断面がリスト化されているので 

  該当する壁体を選択する。 

  面積（㎡）を入力。 

該当スペースの土間床データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3 

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「8.間仕切り」をクリック 

             間仕切りデータ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     図 29 

① から間仕切り名称をボックスに半角英数で入力 例)MAJIKIRI 

    壁体部位に部材データ入力で登録した建物構成断面がリスト化されているので 

  該当する壁体を選択する。 

  S/NO.（隣接するスペース）を入力。 

  面積（㎡）を入力。 

該当スペースの間仕切りデータを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3 

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「9.薄い間仕切り」をクリック 

薄い間仕切りデータ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図 30 

    扉、ふすま等 

① から薄い間仕切り名称をボックスに半角英数で入力 例）U-MAJIKIRI 

  S/NO.（隣接するスペース）を入力。 

  面積（㎡）を入力。 

熱貫流率を入力 例）3.0 

該当スペースの薄い間仕切りデータを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 

例）3。「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「10.(サッシ定数）」をクリック 

（サッシ定数）データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 31 

該当スペースのサッシ定数データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 

例）3。「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「11. 外気との換気回数」をクリック 

（換気回数）データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 32                

スペースの換気設定 

① から隙間風（2）名称をボックスに半角英数で入力 例)KANKI 

   S/NO.（隣接するスペース）を入力。<外気と換気する場合 0> 

  室容量（㎥）を入力。 

  換気回数（回／h）を入力。 

  平日、土曜日、日祝日の換気スケジュールを入力。 

該当スペースの換気回数データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力(例）７。

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「12. 部屋相互間換気回数」をクリック 

 

部屋相互間換気回数データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               図 33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「13.照明器具」をクリック 

              照明器具データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図 34 

 

① から照明器具名称をボックスに半角英数で入力 例)LIGHT 

    照明種類をリストから選択。 

   ワット数を入力。 

   平日、土曜日、日祝日の点灯、消灯スケジュールを入力。 

該当スペースの照明器具データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3。

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「14.人体」をクリック 

人体データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 35 

① から人体名称をボックスに半角英数で入力 例)JINTAI 

   顕熱量、潜熱量を入力。 

  在室人員を入力。 

  平日、土曜日、日祝日の入室、退室スケジュールを入力。 

該当スペースの人体データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3。

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「15.機器」をクリック 

機器データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 36 

① から機器名称をボックスに半角英数で入力 例)KIKI 

   顕熱量、潜熱量を入力。 

  平日、土曜日、日祝日のスケジュールを入力。 

該当スペースの機器データを全て入力したら下の数ボックスにデータ数を入力 例）3。

「OK」ボタンをクリックして、部位データ、換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「16.外気」をクリック 

外気データ入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

          図 37 

 外気取り込みについてインプット 

 

外気名称をボックスに半角英数で入力 例)OUTAIR 

   風量（㎥／H）を入力。 

  平日、土曜日、日祝日の外気取り込みスケジュールを入力。 

該当スペースの外気データを全て入力したら「OK」ボタンをクリックして、部位データ、

換気、内部発熱等入力画面に戻る。 

 

「OK」ボタンをクリック、スペースデータ入力画面に戻る。 

「登録」ボタンをクリック、スペースデータを登録する。 

「次へ」ボタンをクリックして、同様に他スペースデータを入力する。 

 

「OK」ボタンをクリックして、LESCOMデータインプットメニュー画面に戻る。 

「データインプット終了」ボタンをクリックする。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物データ type.txtが作成される。  


